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100th
Anniversary

第１日 

　

第
１
日
は
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
江
東
区
）
を
会
場
に
、

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
典
の
第
１
部
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
会
場
内
の

ス
ク
リ
ー
ン
に
民
生
委
員
制
度
１
０
０
年
の
歴
史
を
た
ど
る
映

像
が
流
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
物
故
者
黙
祷
、
信
条
朗
読
、

国
歌
斉
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
全
民
児
連
・
得
能
金

市
会
長
が
式
辞
に
お
い
て
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
基

本
『
地
域
に
根
ざ
す
』
こ
と
を
改
め
て
心
に
刻
む
と
と
も
に
、

先
達
の
思
い
や
情
熱
、
人
び
と
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
守
り
続
け

て
い
く
こ
と
が
寄
せ
ら
れ
る
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。
全
国
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
そ
の
力
を
結
集
し
、

誰
も
が
笑
顔
で
、
安
全
に
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
に
ま
い
進
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
式
辞
に
続
き
、

塩
崎
恭
久
厚
生
労
働
大
臣
、
斎
藤
十
朗
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

長
、
小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
長
年
に
わ
た
る
活
動
へ
の
感
謝
と

今
後
へ
の
さ
ら
な
る
期
待
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
民
児
連
会
長
表
彰
で
は
、
優
良
民
児
協
と
し
て
全
国
で
74

の
民
児
協
が
推
薦
さ
れ
、
長
野
県
関
係
で
は
飯
田
市
上
久
堅
地

区
民
児
協
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
永
年
勤
続
単
位
民
児

協
会
長
表
彰
に
王
滝
村
民
児
協
・
畑
中
実
祐
会
長
が
、
永
年
勤

続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
79
人
の
委
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
に
続
き
、
医
師
で
作
家
の
鎌
田
實
氏
（
諏
訪
中
央
病

院
名
誉
院
長
）
に
よ
る
記
念
講
演
「
あ
た
た
か
い
社
会
を
つ
く

　

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
を
記
念
す
る

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
が
７
月
９
日
・
10

日
、
全
国
か
ら
お
よ
そ
１
万
人
が
参
加
し
て
東
京

都
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
長
野
県
か
ら
は
伊
藤

篤
志
県
民
児
連
会
長
を
は
じ
め
１
４
５
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

る
」
が
あ
り
ま
し
た
。
43
年
間
、
地
域
医
療
に
携
わ
り
、
そ

の
間
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
被
災
地
や
イ
ラ
ク
支

援
の
ほ
か
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
を
続
け
て
い
る
鎌
田

氏
は
、「
愛
」「
地
域
貢
献
」「
希
望
」を
テ
ー
マ
に
自
身
の
体

験
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
百
年
前
よ
り
も
現
在
の
社

会
は
民
生
委
員
を
必
要
と
し
て
い
る
」
と
い
う
印
象
に
残
る

コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
次
な
る
１
０
０
年
に
向
け
た
第
一
歩
「
大

会
宣
言
」
の
採
択
に
続
き
、
候
補
作
78
点
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
１
０
０
周
年
記
念
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
支
え
あ
う　

住
み
よ
い

社
会　

地
域
か
ら
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
江
戸

消
防
記
念
会
に
よ
る
纏
（
ま
と
）
振
り
や
梯
子
乗
り
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
記
念
式
典
を
終
え
ま
し
た
。
翌
２
日

目
は
、
都
内
６
会
場
に
分
か
れ
、
テ
ー
マ
別
研
修
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
次
期
全
国
大
会
は
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
報
告
：
熊
井
編
集
委
員
）
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第２日 テーマ別研修報告

テーマ1　
「民生委員制度創設の
　　　原点を学ぶ」参加報告

テーマ5
「これからの民児協活動に向けて」　
　　　　　　　参加報告

小規模発表集会　参加報告　～全都道府県・20政令指定都市が参加～

 ２日目は、都内６会場に分かれ
テーマ別研修（５つのシンポジウム、
小規模発表集会）が行われました。
編集委員が参加した、１と５の
テーマについて報告します。

　民生委員制度の源となる岡山県の済世顧問制度、そしてその翌年に創設
された大阪府方面委員制度や東京都の救済委員制度、これらの制度はどの
ように作られたのか。その経過とともに　民生委員の「奉仕性」、また隣
人愛に基づく住民への寄り添いといった今日に至る制度の基本に込められ
た思いをひもとき、これからも守り続けていくべきこと、また時代の変化
に即した活動のあり方をコーディネーターと3人のシンポジストを迎え研
修を行いました。
　東京ビックサイト国際会議場７階を会場として約1,000人が出席し、
100年を有する制度とは何かから始まり、制度の時代背景・普及と林市蔵
氏、笠井信一氏の思いと行動、民生委員精神の一源流である「無報酬の報
酬」の意味合い、社会福祉制度の発展との関わり、創設前後の社会状況、
救済委員方面委員から民生委員へ、そして新たな時代の民生委員、児童委
員の心得まで２時間半しっかり学習が出でき、有意義な研修会でした。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（報告：深沢編集委員）

　小規模発表集会は、国際フォーラム（千代田区）を会場に行われ、全国47都道府県と20の政令都市からそれぞれ２
つの民児協が日頃の活動について発表しました。会場は30人ほどが入る会議室27室で、参加者は希望する会場を選ぶ
ことができます。
　長野県からは、長野市松代地区民児協と飯田市上久堅地区民児協の発表がありました。
　　◇「児童の安心安全を」地域そして学校と連携し見守りたい（隊）
　　　　　発表者　長野市松代地区民児協　石田 三千夫主任児童委員
　　　　交通安全協会、少年補導員などと協力して担当区域内にある松代小学校児童の登校時に行っている見守り活
　　　　動の事例。
　　◇活き活き地域　笑顔のふれあい
　　　　　発表者　飯田市上久堅地区民児協　椎名 祐平会長
　　　　小学生によるオリジナルカレンダー、絵手紙、花のプレゼント。高齢者が自主的に運営するサロン「フレッ
　　　　シュ３燦(さんさん)会」。寸劇による認知症サポーター講座など地域で支え合う高齢者向け活動事例。
　２会場とも満員の盛況で、皆さん熱心に聞き入り、質問も出るなど有意義な集会でした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（報告：熊井編集委員）

　100周年記念全国大会２日目、よみうりホールにて、全国から 1,100人参
加のもと、テーマ別研修会が開催され、コーディネーター市川一宏先生他シ
ンポジスト3人より、興味深いお話を聴くことができました。
　民生委員・児童委員制度が多様化するなかで、活動上の負担の拡大、な
り手不足などが課題になっており、民児協の果たすべき役割は一層大きな
ものとなっています。課題解決が難しい場合は一人で抱え込まず、関係機
関と連携しつつ、計画的に活動を実施していきます。定例会の意義と役割
は、単なる連絡場でなく活動内容や情報交換を行い、互いに支え合う場で
あり仲間と考え、組織としての民児協がより中心になっていく必要があり
ます。「靴に足を合わせるのではなく、足に靴をあわせていく地域づくり
をやってほしい」とのこと。
　シンポジスト全民児連副会長藤田真晧氏は民生児童委員を30年間されて
おり、住職でもある方で、長年続けて活動できるヒントがありました。民

児協活動に向けて、「仲間同士が支え合う場となり、民生児童委員になって良かったと思える様に、委員に寄り添う
こと。自分達が動きやすくなる為には自分達が考えること。常に民生児童委員信条に戻って、隣人愛無料奉仕の精神
で活動すること。民生児童委員を楽しむこと」など、話されました。記念大会で新たな出会いと多くの発見があり、
民児協活動に向けて、意義ある研修会でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（報告：土屋編集委員）

シンポジウムの様子

＜シンポジウムのテーマ＞
１　民委員制度創設の原点を学ぶ
２　これからの民生委員・児童委員活動
３　地域共生社会の実現に向けて
４　子どもたちの未来のために
５　これからの民児協活動に向けて

◆コーディネーター　
　　山田　秀昭氏
　　　　（全国社会福祉協議会　参与）
◆シンポジスト　　　
　　小笠原　慶彰氏
　　　　（神戸女子大学　教授）
　　山崎　美貴子氏
　　　　（神奈川県立保健福祉大学　名誉教授）
　　堀江　正俊氏
　　　　（全国民生委員児童委員連合会　顧問）

◆コーディネーター　
　　市川　一宏氏
　　　　（ルーテル学院大学学事顧問）
◆シンポジスト　　　
　　金井　敏氏
　　　　（高崎健康福祉大学　教授）
　　越智　和子氏
　　　　（琴平町社協常務理事・事務局長）
　　藤目　真晧　氏
　　　　（全国民生委員児童委員連合会　副会長）
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　近年子どもの貧困が社会問題となっています。しかし、民生児童委員にとっては、
地域によって児童数や環境の違いはもちろん、学校からの情報開示の範囲にも違い
があり、なにから手をつけていいのかわからない方も多いでしょう。つなぐでは今
後も、シリーズで各地域での子育て支援への取り組み事例を紹介していきます。

　

安
曇
野
市
豊
科
地
区
の
主
任
児
童
委

員
会
で
は
、
年
2
回
「
子
育
て
通
信
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
3
月
で

60
号
を
数
え
ま
し
た
。
9
月
の
発
行
に

向
け
た
主
任
児
童
委
員
会
に
お
じ
ゃ
ま

し
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
主
任
児
童
委
員
3
人
の
他

に
民
生
児
童
委
員
の
児
童
福
祉
部
会
と

会
長
の
6
人
で
す
。

　

こ
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
発
行
し
た

60
号
で
は
、「
食
育
」
を
テ
ー
マ
に
取
り

上
げ
ま
し
た
。「
食
育
っ
て
何
の
こ
と
」

か
ら
始
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
「
こ
食
」
と

い
わ
れ
、
1
人
で
食
事
を
取
る
な
ど
の

現
状
か
ら
、
そ
の
影
響
を
丹
念
に
説
明

し
ま
す
。
そ
し
て
、
食
べ
る
と
い
う
こ

と
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。
記
事
の

一
部
に
は
郷
土
の
詩
人
「
木
曽
小
三
」

の
作
品
も
紹
介
。
読
む
人
の
心
に
届
く

内
容
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

次
号
で
は
「
食
育
」
の
テ
ー
マ
を
さ

ら
に
突
っ
込
ん
で
取
材
す
る
予
定
と
の

こ
と
。
小
中
学
校
の
具
体
的
な
食
育
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
よ
う
と
、
安
曇
野

市
の
29
年
度
食
育
推
進
計
画
な
ど
の
資

料
を
集
め
、
題
材
に
し
て
議
論
し
ま
し

た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
今
年
か
ら

安
曇
野
市
で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
こ
ど
も

食
堂
」
に
も
注
目
し
、
「
本
当
に
食
べ

ら
れ
な
い
子
ど
も
は
ど
れ
く
ら
い
い
る

の
か
」
「
親
と
一
緒
で
は
な
く
、
孤
独

で
食
べ
る
こ
食
の
問
題
が
大
き
い
」
な

児童委員の役割を考える児童委員の役割を考える
シリーズ　シリーズ　

子育て支援
事例1
子育て支援
事例1

安曇野市

ど
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

次
号
の
発
行
に
向
け
て
、
豊
科
中
学
校

で
の
食
育
の
取
り
組
み
の
取
材
に
加
え
、

▲編集会議の様子６月２２日市役所会議室で

▲子育て通信60号表

▲たくさんの資料を用意し検討

豊
科
地
区
子
育
て
通
信
の
発
行

主
任
児
童
委
員
が
編
集

「
朝
食
」
に
焦
点
を
当
て
て
、
さ
ら
に

調
査
し
、
掲
載
内
容
を
決
定
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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安
曇
野
市
豊
科
地
区
の
主
任
児
童
委

員
会
で
は
、
年
2
回
「
子
育
て
通
信
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
3
月
で

60
号
を
数
え
ま
し
た
。
9
月
の
発
行
に

向
け
た
主
任
児
童
委
員
会
に
お
じ
ゃ
ま

し
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
主
任
児
童
委
員
3
人
の
他

に
民
生
児
童
委
員
の
児
童
福
祉
部
会
と

会
長
の
6
人
で
す
。

　

こ
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
発
行
し
た

60
号
で
は
、「
食
育
」
を
テ
ー
マ
に
取
り

上
げ
ま
し
た
。「
食
育
っ
て
何
の
こ
と
」

か
ら
始
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
「
こ
食
」
と

い
わ
れ
、
1
人
で
食
事
を
取
る
な
ど
の

現
状
か
ら
、
そ
の
影
響
を
丹
念
に
説
明

し
ま
す
。
そ
し
て
、
食
べ
る
と
い
う
こ

と
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。
記
事
の

一
部
に
は
郷
土
の
詩
人
「
木
曽
小
三
」

の
作
品
も
紹
介
。
読
む
人
の
心
に
届
く

内
容
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

次
号
で
は
「
食
育
」
の
テ
ー
マ
を
さ

ら
に
突
っ
込
ん
で
取
材
す
る
予
定
と
の

こ
と
。
小
中
学
校
の
具
体
的
な
食
育
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
よ
う
と
、
安
曇
野

市
の
29
年
度
食
育
推
進
計
画
な
ど
の
資

料
を
集
め
、
題
材
に
し
て
議
論
し
ま
し

た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
今
年
か
ら

安
曇
野
市
で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
こ
ど
も

食
堂
」
に
も
注
目
し
、
「
本
当
に
食
べ

ら
れ
な
い
子
ど
も
は
ど
れ
く
ら
い
い
る

の
か
」
「
親
と
一
緒
で
は
な
く
、
孤
独

で
食
べ
る
こ
食
の
問
題
が
大
き
い
」
な

ど
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

次
号
の
発
行
に
向
け
て
、
豊
科
中
学
校

で
の
食
育
の
取
り
組
み
の
取
材
に
加
え
、

「
子
育
て
通
信
」
第
1
号
が
う
ま
れ
た

の
は
平
成
8
年
、
当
時
の
主
任
児
童
委

員
が
自
主
的
に
発
行
を
決
め
ま
し
た
。

今
年
で
10
年
目
に
な
り
ま
す
。「
豊
か

な
子
に
育
て
る
」
こ
と
を
念
頭
に
お
い

て
、
内
容
を
決
定
し
、
編
集
し
て
い
ま

す
。
市
内
の
小
中
学
校
、
保
育
園
、
児

童
館
、
公
民
館
、
行
政
の
福
祉
課
な
ど
、

関
係
者
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

民
生
児
童
委
員
の
定
例
会
で
配
り
、
家

庭
を
訪
問
す
る
際
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
中
学
生
ま
で
、

幅
広
い
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
を
察
知
し
、
社
会
課
題
を
取
り

上
げ
ま
す
。
過
去
に
は
家
庭
の
あ
り
方

に
つ
い
て
「
父
性
・
母
性
を
考
え
る
」
、

「
不
登
校
や
引
き
こ
も
り
に
つ
い
て
」
、

「
強
い
子
に
育
て
る
に
は
」、「
虐
待
に

つ
い
て
」
な
ど
、
数
号
に
わ
た
っ
て

追
っ
て
い
き
ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
会
長
の
山
本
紘
子
さ

ん
は
「
理
論
だ
け
で
は
難
し
い
。
で
き

る
だ
け
生
の
声
や
事
例
、
報
告
を
取
り

上
げ
な
が
ら
、
読
ん
で
も
ら
え
る
記
事

に
」
と
話
し
ま
す
。
「
ほ
っ
と
す
る
文

も
入
れ
た
い
」
と
、
作
文
や
詩
、
本
の

引
用
な
ど
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
い
か
に
読
ん
で
も
ら
え
る
か
と
い

う
視
点
で
は
、
字
の
大
き
さ
や
空
間
な

ど
レ
イ
ア
ウ
ト
も
手
作
り
で
工
夫
し
て

い
ま
す
。
児
童
館
な
ど
に
も
設
置
し
て

い
る
た
め
、
親
御
さ
ん
か
ら
も

「
す
ば
ら
し
い
」
と
い
う
評
判

も
。

　

増
田
会
長
は
「
主
任
児
童
委

員
の
人
材
が
す
ば
ら
し
い
。
継

続
は
力
な
り
。
ぜ
ひ
多
く
の
方

に
読
ん
で
ほ
し
い
。
こ
の
編
集

を
通
し
て
、
児
童
委
員
と
し
て

常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
問
題

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

が
利
点
」
と
話
し
ま
す
。
過
去

に
教
員
だ
っ
た
委
員
も
多
く
、

い
わ
ば
教
育
の
プ
ロ
の
情
報
収

集
力
と
、
子
育
て
を
経
験
し
た

母
親
や
父
親
の
視
点
も
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
毎
回
A
4
版
一

枚
両
面
、
と
い
う
の
も
気
軽
に

▲主任児童委員３人、民生児童委員児童福祉部会２人、
　豊科地区会長の６人で

▲豊科主任児童委員
　会長の山本紘子さん

　過去の子育て通信
（虐待や食育の特集が）

10
年
前
か
ら
発
行
。
継
続
は
力
な
り

▲

短
時
間
で
読
め
、
持
ち
運
び
も
で
き
ま

す
。

　

出
席
し
た
編
集
委
員
は
「
こ
の
編
集

会
議
に
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
て
子
ど

も
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
に
大
変
興
味

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
」
「
長
い
間
編

集
に
携
わ
り
、
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を

活
動
に
取
り
入
れ
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。

　

年
２
回
の
「
子
育
て
通
信
」
を
編
集

す
る
と
い
う
活
動
が
、
民
生
児
童
委
員

の
み
な
さ
ん
の
意
識
向
上
と
、
関
係
者

や
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
啓
発
活
動
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

「
朝
食
」
に
焦
点
を
当
て
て
、
さ
ら
に

調
査
し
、
掲
載
内
容
を
決
定
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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茅
野
市
で
は
、
小
学
校
に
入
学
す
る

児
童
全
員
に
、
お
祝
い
と
し
て
絵
本
や

お
話
の
本
を
1
冊
贈
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
活
動
に
民
生
児
童
委
員
が
協
力
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
授
与
式
が

あ
る
と
聞
い
て
、
6
月
8
日
、
茅
野
市

湖
東
小
学
校
を
訪
ね
ま
し
た
。
主
体
と

な
る
の
は
、
読
み
聞
か
せ
の
市
民
団
体

「
読
書
の
森
読
り
ー
む
i
n
ち
の
」
で

す
。
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
民
生
児
童

委
員
、
教
育
委
員
会
関
係
者
な
ど
約
20

人
が
、
図
書
館
に
集
ま
り
、
校
長
や
教

員
も
含
め
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　

入
学
式
に
あ
ら
か
じ
め
配
布
し
て
お

い
た
30
冊
の
リ
ス
ト
の
中
か
ら
、
子
ど

も
達
が
好
き
な
本
を
選
ん
で
注
文
を
し

ま
す
。
入
学
後
の
最
初
の
参
観
日
に
、

そ
の
本
を
一
人
ひ
と
り
手
渡
し
ま
す
。

1
年
生
2
ク
ラ
ス
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
、

名
前
を
読
み
上
げ
ま
す
。
民
生
児
童
委

員
を
は
じ
め
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
、

一
人
ひ
と
り
の
児
童
に
声
を
掛
け
ま
す
。

「
本
は
読
ん
で
い
る
か
?
ど
ん
な
本
が
好

き
か
?
ど
ん
な
本
を
選
ん
だ
の
か
?
」

な
ど
、
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
っ
て
笑

顔
で
手
渡
す
姿
は
微
笑
ま
し
い
ば
か
り

で
す
。

　

本
を
手
渡
さ
れ
る
と
、
親
子
で
子
ど

も
を
ひ
ざ
の
間
に
入
れ
、
さ
っ
そ
く
本

を
読
み
聞
か
せ
ま
す
。
児
童
か
ら
は「
マ

マ
と
本
が
読
め
て
う
れ
し
か
っ
た
」「
参

観
日
に
本
が
も
ら
え
て
う
れ
し
い
」
と

満
面
の
笑
み
で
答
え
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
親
子
は
「
茅
野
市
で
は
、

フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
、
成
長
の
節
目
に
本
が
も
ら
え
ま
す
。

子
ど
も
が
3
人
い
る
の
で
、
兄
弟
で

シ
ェ
ア
し
て
親
子
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

お
か
げ
で
本
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

他
県
か
ら
転
勤
し
て
き
ま
し
た
が
、
他

の
地
域
に
は
な
い
、
す
ば
ら
し
い
取
り

組
み
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
で
は
、
児
童
だ
け
で
は
な

く
担
任
に
も
1
冊
、
本
が
授
与
さ
れ
ま

児童委員の役割を考える児童委員の役割を考える
シリーズ　シリーズ　

子育て支援
事例２
子育て支援
事例2

茅野市

す
。
子
ど
も
達
と
対
等
な
立
場
で
、
本

を
楽
し
む
先
生
の
姿
は
、
子
ど
も
達
に

と
っ
て
も
い
い
お
手
本
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
読
書
推
進
に
向
け
た
教
員
の

意
欲
向
上
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
い
ま

す
。
大
石
順
子
校
長
は
「
学
校
を
あ
げ

て
日
ご
ろ
か
ら
読
書
を
推
進
し
て
い
る
。

平
成
29
年
文
科
省
優
秀
実
践
校
と
し
て

表
彰
さ
れ
た
。
心
の
豊
か
さ
を
大
人
か

ら
子
ど
も
へ
伝
え
る
活
動
は
他
に
は

な
い
茅
野
市
の
誇
り
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

民
生
児
童
委
員
の
1
人
で
、
読
書
の

森
読
り
ー
む
i
n
ち
の
の
メ
ン
バ
ー
で

も
あ
る
赤
沼
地
区
会
長
は
「
な
ら
し
保

育
の
時
に
保
育
園
で
会
っ
た
子
が
、
小

学
校
に
入
学
し
、
今
日
再
会
で
き
ま
し

た
。
手
渡
し
で
直
に
成
長
を
見
る
こ
と

▲セカンドブック授与のために図書館で打ち合わせ

が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。
本
を
読
む

こ
と
で
人
生
は
変
わ
っ
て
い
く
の
で
民

生
児
童
委
員
と
し
て
も
今
後
も
こ
の
活

動
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

す
。
ま
た
茅
野
市
主
任
児
童
委
員
会
の

保
科
会
長
は
、
「
親
の
読
み
聞
か
せ
を

真
剣
に
聞
く
姿
に
感
動
し
た
。
手
渡
し

の
時
に
子
ど
も
達
に
家
で
の
読
書
に
つ

い
て
た
ず
ね
る
と
、
読
み
聞
か
せ
が
家

▲入学時に渡すセカンドブックの案内

▲文学の匂い漂う茅野市湖東小学校

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
活
動

市
民
団
体
と
市
、
民
生
児
童
委
員
が
協
働
で

庭
で
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
う

れ
し
か
っ
た
。
ま
た
保
護
者
が
全
員
出

席
し
て
く
だ
さ
り
、
親
子
で
本
に
関
心

を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ

の
活
動
を
広
め
て
市
民
に
も
理
解
を
得

た
い
」
と
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
現
場

で
子
ど
も
達
と
触
れ
合
っ
た
り
、
他
団

体
と
連
携
す
る
こ
と
が
、
児
童
委
員
と

し
て
の
活
動
の
核
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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茅
野
市
で
は
、
小
学
校
に
入
学
す
る

児
童
全
員
に
、
お
祝
い
と
し
て
絵
本
や

お
話
の
本
を
1
冊
贈
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
活
動
に
民
生
児
童
委
員
が
協
力
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
授
与
式
が

あ
る
と
聞
い
て
、
6
月
8
日
、
茅
野
市

湖
東
小
学
校
を
訪
ね
ま
し
た
。
主
体
と

な
る
の
は
、
読
み
聞
か
せ
の
市
民
団
体

「
読
書
の
森
読
り
ー
む
i
n
ち
の
」
で

す
。
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
民
生
児
童

委
員
、
教
育
委
員
会
関
係
者
な
ど
約
20

人
が
、
図
書
館
に
集
ま
り
、
校
長
や
教

員
も
含
め
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　

入
学
式
に
あ
ら
か
じ
め
配
布
し
て
お

い
た
30
冊
の
リ
ス
ト
の
中
か
ら
、
子
ど

も
達
が
好
き
な
本
を
選
ん
で
注
文
を
し

ま
す
。
入
学
後
の
最
初
の
参
観
日
に
、

そ
の
本
を
一
人
ひ
と
り
手
渡
し
ま
す
。

1
年
生
2
ク
ラ
ス
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
、

名
前
を
読
み
上
げ
ま
す
。
民
生
児
童
委

員
を
は
じ
め
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
、

一
人
ひ
と
り
の
児
童
に
声
を
掛
け
ま
す
。

「
本
は
読
ん
で
い
る
か
?
ど
ん
な
本
が
好

き
か
?
ど
ん
な
本
を
選
ん
だ
の
か
?
」

な
ど
、
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
っ
て
笑

顔
で
手
渡
す
姿
は
微
笑
ま
し
い
ば
か
り

で
す
。

　

本
を
手
渡
さ
れ
る
と
、
親
子
で
子
ど

も
を
ひ
ざ
の
間
に
入
れ
、
さ
っ
そ
く
本

を
読
み
聞
か
せ
ま
す
。
児
童
か
ら
は「
マ

マ
と
本
が
読
め
て
う
れ
し
か
っ
た
」「
参

観
日
に
本
が
も
ら
え
て
う
れ
し
い
」
と

満
面
の
笑
み
で
答
え
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
親
子
は
「
茅
野
市
で
は
、

フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
、
成
長
の
節
目
に
本
が
も
ら
え
ま
す
。

子
ど
も
が
3
人
い
る
の
で
、
兄
弟
で

シ
ェ
ア
し
て
親
子
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

お
か
げ
で
本
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

他
県
か
ら
転
勤
し
て
き
ま
し
た
が
、
他

の
地
域
に
は
な
い
、
す
ば
ら
し
い
取
り

組
み
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
で
は
、
児
童
だ
け
で
は
な

く
担
任
に
も
1
冊
、
本
が
授
与
さ
れ
ま

す
。
子
ど
も
達
と
対
等
な
立
場
で
、
本

を
楽
し
む
先
生
の
姿
は
、
子
ど
も
達
に

と
っ
て
も
い
い
お
手
本
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
読
書
推
進
に
向
け
た
教
員
の

意
欲
向
上
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
い
ま

す
。
大
石
順
子
校
長
は
「
学
校
を
あ
げ

て
日
ご
ろ
か
ら
読
書
を
推
進
し
て
い
る
。

平
成
29
年
文
科
省
優
秀
実
践
校
と
し
て

表
彰
さ
れ
た
。
心
の
豊
か
さ
を
大
人
か

ら
子
ど
も
へ
伝
え
る
活
動
は
他
に
は

な
い
茅
野
市
の
誇
り
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

民
生
児
童
委
員
の
1
人
で
、
読
書
の

森
読
り
ー
む
i
n
ち
の
の
メ
ン
バ
ー
で

も
あ
る
赤
沼
地
区
会
長
は
「
な
ら
し
保

育
の
時
に
保
育
園
で
会
っ
た
子
が
、
小

学
校
に
入
学
し
、
今
日
再
会
で
き
ま
し

た
。
手
渡
し
で
直
に
成
長
を
見
る
こ
と

　

こ
の
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
・
プ
レ
ゼ
ン

ト
活
動
は
「
読
書
の
森　

読
り
ー
む

i
n
ち
の
」
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
メ
ン
バ
ー
は
約
90
人
。
立
ち
上
げ

か
ら
携
わ
っ
た
本
間
佐
男
さ
ん
に
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
こ
と
ば
は
第
2
の
命
」「
こ
と
ば
と

心
を
育
て
る
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、
市
民
が
様
々
な
立
場
か
ら
参
加
し
、

言
葉
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
推
進
し
、
地
域
の
人
間
関
係
づ
く
り

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
１
９
９

９
年
、
市
が
掲
げ
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
重
点
課
題

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
読
書
活
動
推
進
の

会
を
行
い
、
関
係
者
や
市
民
約
2
0
0

人
が
参
集
。
翌
年
公
民
協
働
の
「
読
書

の
森　

読
り
ー
む
i
n
ち
の
」
が
発
足

し
ま
し
た
。
事
務
局
は
茅
野
市
生
涯
学

習
課
が
担
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
０
年
か
ら
全
国
に
先
駆
け
て

赤
ち
ゃ
ん
に
贈
る「
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク・

プ
レ
ゼ
ン
ト
」
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
２
０
０
５
年
に
、
セ
カ
ン
ド

ブ
ッ
ク
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
活
動
を
開
始
。

　

学
校
な
ど
で
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て

い
る
メ
ン
バ
ー
や
教
育
関
係
者
ら
が
、

小
学
校
１
年
生
の
入
学
に
合
わ
せ
、
30

冊
を
厳
選
し
、
そ
の
リ
ス
ト
を
入
学
時

に
配
布
し
ま
す
。
絵
本
・
童
話
・
昔
話

な
ど
幅
広
い
分
野
の
本
が
そ
ろ
っ
て
い

ま
す
。
親
子
で
選
び
事
前
に
注
文
を
と

り
、
入
学
後
最
初
の
参
観
日
に
、
教
室

で
各
10
人
前
後
の
メ
ン
バ
ー
が
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
に
本
を
手
渡
す
と
い

う
活
動
で
す
。

　

授
与
当
日
は
教
育
委
員
、
市
会
議
員
、

民
生
児
童
委
員
、
保
育
園
・
幼
稚
園
の

先
生
、
婦
人
会
な
ど
延
べ
2
0
0
人
近

い
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
ま
す
。

今
年
度
は
茅
野
市
内
の
小
学
校
９
校
、

計
５
１
４
人
全
員
と
１
年
生
の
ク
ラ
ス

担
任
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。「
セ
カ

ン
ド
ブ
ッ
ク
の
活
動
は
13
年
目
を
迎
え
、

最
初
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
子
ど
も
達
は

い
ま
大
学
生
へ
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

中
学
・
高
校
で
も
本
が
好
き
な
生
徒
が

増
え
、
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
」
と

本
間
さ
ん
。

　
「
読
書
の
森　

読
り
ー
む
i
n
ち
の
」

で
は
、
読
み
聞
か
せ
実
践
会
、
紙
芝
居

部
会
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
部
会
、
ブ
ッ

ク
リ
ス
ト
部
会
、
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
部
会

な
ど
12
の
活
動
部
会
が
あ
り
ま
す
。
講

演
会
や
、
お
は
な
し
会
、
読
み
聞
か
せ

フ
ェ
ス
タ
、
読
書
の
集
い
な
ど
な
ど
、

多
く
の
活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
茅
野
市
で
は
現
在
こ
ど
も
・
家
庭

応
援
計
画
「
ど
ん
ぐ
り
プ
ラ
ン
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
公
民
協
働
で
の
継

続
し
た
活
動
が
「
た
く
ま
し
く
や
さ
し

く
夢
の
あ
る
子
ど
も
に
」
と
子
ど
も
達

の
育
ち
を
支
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
民

生
児
童
委
員
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
の
で
す
。

▲本を親子で読む様子が微笑ましい

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
13
年
目
に

▲

が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。
本
を
読
む

こ
と
で
人
生
は
変
わ
っ
て
い
く
の
で
民

生
児
童
委
員
と
し
て
も
今
後
も
こ
の
活

動
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

す
。
ま
た
茅
野
市
主
任
児
童
委
員
会
の

保
科
会
長
は
、
「
親
の
読
み
聞
か
せ
を

真
剣
に
聞
く
姿
に
感
動
し
た
。
手
渡
し

の
時
に
子
ど
も
達
に
家
で
の
読
書
に
つ

い
て
た
ず
ね
る
と
、
読
み
聞
か
せ
が
家

庭
で
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
う

れ
し
か
っ
た
。
ま
た
保
護
者
が
全
員
出

席
し
て
く
だ
さ
り
、
親
子
で
本
に
関
心

を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ

の
活
動
を
広
め
て
市
民
に
も
理
解
を
得

た
い
」
と
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
現
場

で
子
ど
も
達
と
触
れ
合
っ
た
り
、
他
団

体
と
連
携
す
る
こ
と
が
、
児
童
委
員
と

し
て
の
活
動
の
核
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲並んで一人一人にプレゼント▲民生児童委員が子どもに笑顔で本を手渡し



　

今
年
の
夏
は
さ
わ
や
か
信
州
な
ら
ぬ

高
温
多
湿
の
猛
暑
と
な
り
、
７
月
の
豪

雨
で
は
九
州
北
部
や
秋
田
、
山
形
な
ど

で
多
く
の
人
命
と
生
活
の
基
盤
が
失
わ

れ
ま
し
た
。
心
か
ら
弔
意
を
表
し
ま
す
。

　

加
え
て
、
高
齢
者
の
熱
中
症
に
よ
る

死
亡
事
故
、
ま
た
車
内
で
命
を
奪
わ
れ

る
子
ど
も
の
ニ
ュ
ー
ス
に
憤
る
暑
い
夏

と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き

は
、
自
治
体
の
情
報
不
足
に
よ
り
児
童

虐
待
死
が
５
割
し
か
検
証
さ
れ
て
い
な

い
実
情
は
、
民
生
児
童
委
員
・
主
任
児

童
委
員
の
活
動
上
再
考
の
余
地
が
あ
る

と
の
思
い
を
深
め
ま
し
た
。

　

同
じ
７
月
民
生
委
員
制
度
創
設

1
0
0
周
年
記
念
、
全
国
民
生
委
員
児

童
委
員
大
会
が
両
陛
下
ご
臨
席
の
も
と
、

２
日
間
に
わ
た
っ
て
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ

ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
次

の
1
0
0
周
年
に
向
け
て
大
会
宣
言
と
、

こ
れ
か
ら
の
民
生
児
童
委
員
活
動
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
支
え
あ
う
、
住
み
よ
い
社

会　

地
域
か
ら
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
と
し
て
日
々
気
の
休
ま
る
こ
と
の

な
い
私
達
で
す
が
、
1
0
0
年
の
歴
史

の
流
れ
の
節
目
に
身
を
置
け
た
不
思
議

な
縁
に
感
動
し
な
が
ら
、
地
域
共
生
の

役
割
を「
我
が
こ
と　

丸
ご
と
」と
受
け

止
め
、
様
々
な
課
題
と
向
き
合
い
な
が

ら
2
0
0
年
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

と
感
じ
た
次
第
で
す
。
改
選
か
ら
早
く

も
1
カ
月
を
残
し
１
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
多
忙
な
毎
日
を
過
ご
さ

れ
る
長
野
県
民
生
児
童
委
員
の
皆
様
、

健
康
留
意
の
上
、
ご
活
躍
を
お
願
い

致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
増
田
早
苗
）

編集委員 ／ 熊井  文弘・土屋  珠江・増田  早苗・深澤  保雄

表紙写真／豊科地区の秋の風景　撮影：宮島昭裕さん（安曇野市豊科地区副会長）

○感　謝（26名）

平成29年9月13日（水）
長野県社会福祉大会において表彰

平成29年７月９日（日）
全国民生委員児童委員大会において表彰

平成29年9月13日（水）　
長野県社会福祉大会において表彰

長野県民生委員児童委員協議会連合会会長表彰

長野県社会福祉協議会会長表彰

全国民生委員児童委員連合会会長表彰

○民生・児童委員功労表彰（40名）

○永年勤続民生委員・児童委員表彰（79名）

○永年勤続民生児童委員表彰（146名）

受賞おめどうございます

○永年勤続民生児童委員協議会会長表彰（４名）

御代田町
　〃
長和町
下諏訪町
原村
辰野町
　〃
　〃
　〃
箕輪町
高森町
阿智村
　〃
　〃
　〃
上松町
　〃
　〃
　〃
　〃
南木曽町
木曽町
　〃
　〃
　

内堀　隆久　
柳沢　充夫
児玉　一子
常田　芳美
五味　勇吉
芝﨑　光男
赤羽　正臣
和座　香遠里
松尾　惠子
木本　常男
中島　　武
佐々木　重義
後藤　千惠
櫻井　成人
原　堀夫
竹原　敏子
中澤　誠一
小松　詔三
福邑　洋子
竹腰　美保子
小倉　芳江
三村　郁代
塩原　仁
上村　幸智子

下村　星子
野口　郁夫
海老澤　玲子
田屋　満
田原　寿恵子
錦織　明彦
藤原　万里子
牧　　輝夫
平田　展男
田中　曻一
藤澤　俊治
金井　由映
栗原　榮子
塩野　八恵子
山口　栄子
小山　恵美子
中澤　修子
内山　咲子
近藤　けさき
丸山　武
小池　文子
藤澤　宏
鎌原　美智子
中村　雅子

宮澤　貞恒
會津　忠雄
小山　利子
横田　曉子
深澤　悦子
木下　麻才美
町田　寛幸
柳沢　久子
米山　秀一
荒井　厚雄
岩草　義明
古田　春美
石田　三千夫
丸山　祥存
中澤　惇夫
丸山　政義
德武　光子
島　宣子
松田　妙子
木下　笑子
山本　雄二
武居　和子
上田　敦子
倉科　紀美子

池上　佳代
赤羽　蔦子
百瀬　峯男
菱田　重臣
倉田　美智子
平林　八郎
赤羽　哲夫
小林　　誠
佐納　美和子
山岸　栄子
小岩井　礼子
古川　友枝
今井　千枝
濵　　篤
濱田　惠美子
濵　香代子
薩摩林　惠美子
横内　文雄
古畑　博久
伊藤　隆夫
森山　祐子
奥村　哲也
棚橋　健二
大倉　剛

長野市
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
松本市
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　

松本市
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
上田市
　〃
　〃
　〃
　〃
岡谷市
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
飯田市
　〃
　〃
　〃
　

熊谷　八千代
熊谷　貴美子
長﨑　領二
岸　昌代
久保田　正彦
増沢　明
細井　洋子
𠮷澤　五子
池田　一子
荒野　亜土
小林　幸子
小林　光豊
山本　勝宣
吉田　聡子
髙木　貞子
関　清美
北原　義夫
中山　功
遠藤　照子
南澤　靖
熊谷　勝利
竹内　千代子
小林　宏
平林　健治

飯田市
　〃
諏訪市
　〃
　〃
　〃
須坂市
　〃
小諸市
　〃
　〃
伊那市
中野市
大町市
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
茅野市
　〃

山崎　昭子
依田　安弘
輿水　米夫
木村　春江
松本　俊雄
田島　弘
油井　利雄
佐藤　和夫
両澤　正子
安田　賢司
西村　昭治
西村　千惠子
瀧澤　一男
中村　武人
白倉　征恵
荻原　絹枝
北原　正幸
湯澤　力三
輪胡　悦子
竹内　範子
山本　紘子
青栁　和義
遠藤　融利
丸山　篤子

塩尻市
佐久市
　〃
佐久市
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
千曲市
　〃
　〃
　〃
東御市
　〃
　〃
安曇野市
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

木曽町
　〃
　〃
　〃
　〃
松川村
小谷村
高山村
野沢温泉村
飯綱町
長野市
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　

軽井沢町
　〃
御代田町
　〃
立科町
　〃
原村
阿智村
　〃
平谷村
天龍村
　〃
上松町
　〃

土屋　和子
関口　順子
堀篭　幸子
土屋　一男
平坂　光明
青木　富士枝
五味　勇吉
櫻井　明美
櫻井　成人
豊田　好文
金田　隆
坂本　芳子
田上　弘司
佐野　明

荒岡　千代子
竹原　敏子
村瀬　泰信
宮下　育
上條　忍
畑中　実祐
上田　恒美
横平　和子
佐藤　ちづる
前野　洋子
齊藤　和美
稲田　徹子
倉島　智恵美
早川　美知子

中澤　敏子
鎌原　美智子
岩下　秀雄
田村　トシ子
德竹　貞夫
熊井　文弘
傳田　恭司
伊藤　篤志
田中　のぶ代
横山　百合子
中野　京子
宮下　信一
太田　眞由美
増澤　園子

辻　　トメ子
島　　宣子
上島　美起子
神尾　みち子
佐納　美和子
増田　宗彦
鷹野　良信
両角　一幸
髙野　昭子
安藤　泉
笠原　大洋
髙田　晴子
伊藤　力
椎名　佑平

長野市
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
松本市
　〃
　〃
　〃
　〃

松本市
　〃
上田市
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
岡谷市
　〃
　〃
飯田市
　〃
　〃

松川　光子
鎌倉　崇
宮坂　正義
小澤　清一
永田　繁江
角田　正雄
池田　一子
倉田　隆
保坂　明美
濵　　あき子
依田　安弘
土屋　珠江
大島　剛
増田　早苗

 

飯田市
　〃
諏訪市
　〃
須坂市
　〃
小諸市
伊那市
飯山市
塩尻市
佐久市
　〃
千曲市
安曇野市

髙山　久美子
須坂　節子
山田　守二
伊藤　義修
荒深　たつ子
山﨑　忠子
松嶋　隆德
笠原　健市    
 

安曇野市
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

上松町
　〃
南木曽町
木曽町
　〃
王滝村
大桑村
　〃
　〃
　〃
長野市
　〃
　〃
　〃

御代田町
立科町
原村
阿智村
上松町
　〃
木曽町

土屋　一男
青木　富士枝
五味　勇吉
櫻井　明美
佐野　　明
荒岡　千代子
宮下　　育

上條　忍
後藤　敏一
齊藤　和美
稲田　徹子
早川　美知子
中澤　敏子
山岸　静子

岩下　秀雄
田村　トシ子
熊井　文弘
德竹　貞夫
傳田　恭司
太田　眞由美
増澤　園子

辻　トメ子
笠原　大洋
髙田　晴子
伊藤　　力
椎名　佑平
松川　光子
鎌倉　　崇

長野市
　〃
　〃
　〃
　〃
松本市
　〃

松本市
岡谷市
飯田市
飯田市
　〃
　〃
　〃

宮坂　正義
小澤　清一
角田　正雄
保坂　明美
大島　　剛
松嶋　隆德
髙山　久美子

諏訪市
　〃
須坂市
飯山市
千曲市
安曇野市
　〃

須坂　節子
伊藤　義修
荒深　たつ子
山﨑　忠子
濵　あき子

安曇野市
　〃
　〃
　〃
塩尻市

木曽町
坂城町
長野市
長野市
　〃
　〃
　〃

諏訪市
伊那市
大町市
野沢温泉村
小諸市

小平　武
城倉　直彦
北原　和好
平田　展男
望月　健一

天龍村　金田　　隆　／　松本市　　平林　八郎　／　上田市　　増田　宗彦　／　上田市　鷹野　良信
○優良単位民生児童委員協議会表彰（４協議会）
上田市北部地区民生児童委員協議会　／　飯田市上久堅地区民生児童委員協議会　／　生坂村民生児童委員協議会　／　栄村民生児童委員協議会

○永年勤続単位民生委員児童委員協議会会長表彰 王滝村 畑中　実祐

○優良民生委員児童委員協議会表彰 飯田市上久堅地区民生児童委員協議会

山本　雄二
鷹野　道子
安藤　一登
小林　宏
和田　茂

滝沢　好雄
瀬戸　正幸
西野　武久
唐澤　邦博
上田　恒美

髙橋　昌子
伊藤　高良
藤澤　豊光
内山　弘毅
永田　袈裟藏

駒ケ根市
辰野町
飯田市
松川町
大桑村

松本市
塩尻市
生坂村
池田町
須坂市

和田　正（故）
中條　雄三
青木　淳一
吉田　正紀
島村　玲子

信濃町
小布施町
中野市
飯山市
伊那市

荒深　たつ子安曇野市松本市
小海町
長和町
茅野市
富士見町

ほか２名

ほか１名
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